
























１．強い AI と弱い AI 







具と見るかが、強い AI と弱い AI の違いである。サールは弱い AI には全面的に賛成する




























































































































































































































































































なるところがある。それは地球の水とそっくりの物質が H2O ではなく、XYZ という分子
構造をしている点である。XYZ は H2O と同じ現象的性質を示すが、その分子構造は異な
る。ここでパトナムは XYZ と H2O が異なる物質であることを自明のこととして思考実験
を続ける。いま、近代化学が誕生する以前の地球と第二地球を考えよう。そうすると、太
郎が H2O について経験することと第二太郎が XYZ について経験することはまったく同
じであり、それゆえ彼らの脳のあり方もまったく同じであるが、太郎が「水は透明だ」と





ろいろ異論が出されるが、H2O と XYZ が異なる物質だとしたことにはとくに異論が出さ
れることはない。じっさい、それはまったく自然な想定であり、とくに問題にする必要は
ないようにみえる。 
しかし、その想定が自然だと言えるのは、けっして H2O と XYZ がまったく同じ現象的
性質を示すのに、分子構造は異なるという理由からではない。近代化学が誕生するまえ
は、たしかに太郎が H2O について経験することと第二太郎が XYZ について経験すること
は同じであった。つまり、彼らに観察された H2O と XYZ の現象的性質は同じであった。
しかし、それは H2O と XYZ のすべての現象的性質が同じだということではない。彼らに
観察された限りでの現象的性質が同じだというにすぎない。じっさい、近代化学が誕生し
た後では、太郎がたとえば H2O の電気分解を行い、第二太郎が XYZ の電気分解を行え



































































































































欠如については、信原 2002, pp.197-205 を参照。 
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